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今
回
は
、
５
回
目
の
開

催
に
な
る
ん
だ
よ
。
日
本

で
は
初
め
て
行
わ
れ
る
国
際
会
議
が
、

身
近
な
島
原
で
行
わ
れ
る
っ
て
す
ご

い
こ
と
だ
よ
ね
。

　

国
際
会
議
で
は
、
世
界
中
の
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
が
、
お
互
い
の
ジ
オ

パ
ー
ク
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
情
報
を
交
換
す
る
ん
だ
。
自

分
た
ち
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
や
研
究
し
て
き
た
こ
と

な
ど
を
発
表
す
る
絶
好
の
場
所
と
言

え
る
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
世
界
各
地
に
は
、
い

く
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
る
か
知
っ

て
い
る
か
い
？
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

27
の
国
に
86
地
域
（
２
０
１
２
年
１

月
現
在
）
あ
る
ん
だ
よ
。
こ
れ
ほ
ど

多
い
ジ
オ
パ
ー
ク
だ
け
ど
、
島
原
半

島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
よ
う
に
「
生

き
て
い
る
火
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は

珍
し
い
ん
だ
よ
。

　

特
に
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
普
賢
岳
噴
火
災
害
か
ら
の
復
興

や
、「
防
災
へ
の
取
り
組
み
」
と
い

う
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
て
、

今
回
の
国
際
会
議
で
は
、
世
界
に
向

け
て
情
報
を
発
信
す
る
よ
。

　

５
月
12
日
㈯
か
ら
５
月

15
日
㈫
の
４
日
間
、
島
原

復
興
ア
リ
ー
ナ
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
る
よ
。

　

ま
た
、
５
月
14
日
㈪
に
は
、「
巡

検
」
と
呼
ば
れ
る
日
帰
り
ジ
オ
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
る
ん
だ
。
島
原
半

島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡
る
ん
だ
。

　

今
回
の
会
議
の
テ
ー

マ
は
「
大
地
の
遺
産
と

そ
れ
ら
の
持
続
的
な
発
展
」。『
美

し
い
自
然
や
文
化
を
守
り
な
が

ら
、
そ
の
自
然
を
活
用
し
て
地
域

を
元
気
に
す
る
』
た
め
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
る
ん
だ
。

　

国
際
会
議
の
日
程
は
次
の
表
を

見
て
ね
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
。
ま
た
、
一
般
の
人
を

対
象
に
し
た
話
し
合
い
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
も
開
催

さ
れ
る
ん
だ
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
観
光
」、「
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、「
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム（
子
ど

も
発
表
、子
ど
も
Ｑ
＆
Ａ
）」、「
ジ
オ
パ
ー
ク
と
防
災
」な
ど
が

開
催
さ
れ
る
よ
。こ
の
他
に
も
、
５
月
13
日
㈰
に
は
、
キ
ッ
チ

ン
火
山
実
験
や
、市
特
産
そ
う
め
ん
流
し
な
ど
、参
加
者
と
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
よ
。み
ん
な
も
来
て
ね
。

　

国
際
会
議
で
は
島
原
半
島
の
人
た
ち
に
、
い
ろ
ん
な
場
所
で

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
。
例
え
ば
、
海
外
か

ら
の
参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

参
加
者
に
親
切
に
対
応
す
る「
お
も
て
な
し
協
力
店
」に
は「
歓
迎
バ
ナ
ー
」

を
店
先
に
掲
示
し
て
も
ら
う
よ
。

　

こ
の
他
に
も
、
日
本
茶
の
ふ
る
ま
い
、
島
原

半
島
に
伝
わ
る
踊
り
や
歌
の
披
露
、
参
加
者
に

対
す
る
お
土
産
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
も
て
な
し
」
を
行
っ

て
も
ら
う
ん
だ
よ
。ま
だ
ま
だ
募
集
中
だ
か
ら
、

希
望
す
る
お
店
や
興
味
の
あ
る
お
店
は
、
国
際

会
議
事
務
局
に
連
絡
し
て
ね
。

A会場
C会場

B会場

E会場

サブアリーナ

D会場

　　島原復興アリーナ

メインアリーナ ： 分科会場

メインアリーナ

サブアリーナ ： 分科会場

ﾎﾟｽﾀｰ発表/
ﾌﾞｰｽ展示会

同時通訳付

同時通訳付

同時通訳付
がまだすドーム

がまだすドーム : 分科会場中央

第５回ジオパーク
国際ユネスコ会議会場

N ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾙｰﾑ/
  演題受付

登録受付

大会事務局

島原復興アリーナがまだすドーム

第５回 ジオパーク
国際ユネスコ会議について
「ジーオくん」に聞いてみよう！

開催まで

あと

第５回
ジオパーク国際ユネス

コ会議

40日
島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

ど
う
し
て
、こ
の
国
際
会
議
を

開
催
す
る
の
？

Q1
WHY?

Q2
WHEN?
WHERE? いつ、どこで開催されるの？

ヨーロッパと中国を中心に27の国に86地域の
世界ジオパークがある。（2012年1月現在）

Q4
WHO?

Q5
CAN WE?

５月には、世界中からたくさんの人が島原半島世界ジオパークを訪れます。
島原半島世界ジオパークの良さをさまざまな場所、さまざまな形で味わっていただくことが大切です。
力を合わせて、国際会議が成功するように、一緒に盛り上げていきましょう。
今回の会議の主役は、「市民のあなた」です。皆さんのおもてなしが、成功の鍵を握っています。

お 島原半島ジオパーク推進連絡協議会
　 ☎0957（65）5540　FAX0957（65）5542
　 URL: http://www.unzen-geopark.jp/
　 E-mail： info@unzen-geopark.jp

今
回
の
国
際
会
議
に
は
、

　
ど
ん
な
人
が
参
加
で
き
る
の
？

私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
あ
る
の
？

この国際会議ではどんなことが話し合われるの？

午

前

５月12日㈯

Ａ 会 場 Ｂ 会 場 Ｃ 会 場 Ｄ 会 場

開 場
開 会 式
休 憩
基調講演

午

後

午

前

ジオパークと観光
のフォーラム

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

ジオパークと観光
のフォーラム

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

ワークショップ
（GGNメンバー）

ワークショップ
（GGNメンバー）

ワークショップ
（GGNメンバー）

昼 食

休 憩

休 憩ポスター発表

Ａ 会 場

５月14日㈪

コース１ コース２ コース３

温

泉

断

層

コ

ー

ス

島
原
半
島
成
り
立
ち
コ
ー
ス

島
原
大
変
・
平
成
新
山
コ
ー
ス 

①

島
原
大
変
・
平
成
新
山
コ
ー
ス 

②

午

前

午

後

５月13日㈰

午

後

Ｂ 会 場 Ｃ 会 場 Ｄ 会 場
開 場
基調講演

休 憩

子どもフォーラム
（発表）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

子どもフォーラム
（Ｑ＆Ａ）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

ワークショップ
（GGNメンバー）

ワークショップ
（GGNメンバー）

ワークショップ
（GGNメンバー）

昼 食

休 憩

Ｅ 会 場

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

キッチン火山

休 憩ポスター発表

ジオパークガイ
ド・ワークショッ
プのフォーラム

５月15日㈫

午

前

午

後

Ａ 会 場 Ｂ 会 場 Ｃ 会 場 Ｄ 会 場

ジオパークと防
災のフォーラム

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

ワークショップ
報 告 会

休 憩

昼 食

Ｅ 会 場

分科会
（活動報告等）

世 界 ジ オ
パーク総会

分科会
（活動報告等）

分科会
（活動報告等）

閉 会 式

Q3
WHAT?

日本語 英  語 日・英 同時

島原半島

分科会の様子

キッチン火山実験講座おもてなし協力店の様子

参加者へのおみやげ 街なか交流会の様子

基調講演の様子

平成24年 5月12日㈯～15日㈫
第５回 ジオパーク国際ユネスコ会議

歓
迎
バ
ナ
ー
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平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針

施
政
方
針

特集 平成24年度 施政方針

　

度
重
な
る
本
市
職
員
の
不
祥
事

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
多
大

な
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
掛
け
し

た
こ
と
、
市
政
へ
の
信
頼
を
著
し

く
損
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
あ
ら

た
め
て
お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
信
頼
回
復
に
向
け
て
、

組
織
一
丸
と
な
っ
て
、
職
員
研
修

の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
綱
紀
粛
正
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
を
徹
底
し
、

再
発
防
止
と
信
頼
回
復
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　

我
が
国
の
経
済
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
や
、
欧
州
の
政
府
債

務
危
機
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
、
国
民
生
活
と
日
本

の
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
今
回
の
震
災
は
、
復
興
の

み
な
ら
ず
、
防
災
対
策
の
見
直
し

や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
、
新

た
に
多
く
の
課
題
が
提
起
さ
れ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
平
成
24
年
度
予
算
で
は
、

震
災
復
興
に
対
す
る
財
源
確
保
が

求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
税

制
改
革
を
含
め
た
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
に
つ
い
て
も
、
国
会

の
場
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
長
崎
県
の
当
初
予
算
で

は
、
県
民
所
得
の
向
上
、
雇
用
確

保
に
つ
な
が
る
事
業
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
い
っ
そ
う
の
連
携
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　　　

南
島
原
市
は
現
在
、
合
併
後
の

行
財
政
改
革
の
効
果
に
よ
り
、
地

方
債
残
高
、
基
金
、
各
種
の
財
政

指
標
な
ど
、
一
定
の
改
善
傾
向
は

見
ら
れ
ま
す
が
、
市
の
財
政
構
造

の
抜
本
的
な
改
善
が
図
ら
れ
た
と

は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
高
に
よ
る
歳
出

経
費
へ
の
圧
迫
な
ど
、
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
将
来
に
負
担
を
先
送
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
歳
入
・

歳
出
全
般
に
わ
た
る
財
政
健
全
化

へ
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
、

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
進
め
、「
人
が

元
気
」、「
産
業
が
元
気
」、「
ま
ち

が
元
気
」、
そ
し
て
「
市
役
所
が

元
気
」
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
市
役
所
一
丸
と
な
っ
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
雇
用
の
拡
大

・
企
業
誘
致
活
動
の
拡
大

・
企
業
誘
致
の
た
め
の
立
地
調
査

・
企
業
誘
致
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
Ｖ
Ｔ

Ｒ
の
制
作

■
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
健
康
づ
く
り
「
ひ
ま
わ
り
プ
ラ

ン
Ⅱ
」（※

）の
推
進

・
各
種
健
診
の
受
診
率
の
向
上

・「
布
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
湯
楽
里
」

の
整
備
の
調
査
・
検
討

※

平
成
23
年
策
定
、「
こ
こ
ろ
と

体
、
口
腔
の
健
康
づ
く
り
、
食

育
推
進
計
画
」の
愛
称

■
医
療
体
制
の
充
実
　

・
一
次
救
急･

二
次
救
急
医
療
体

制
の
充
実

・
小
児
医
療
体
制
の
充
実（※

）

※

詳
細
は
26
ペ
ー
ジ
。
今
年
４
月

か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
、

日
曜
日
お
よ
び
土
曜
日
夜
も

診
療
を
行
う
。
県
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

■
高
齢
者･

障
害
者
福
祉
の
充
実

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
制

度（※

１
）の
充
実

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実（※

２
）と

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

・
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参

加
の
推
進

※

１…

改
正
の
内
容

　

平
成
24
年
度…

利
用
券
１
枚
の

助
成
額
を
「
３
０
０
円
」
か
ら

「
５
０
０
円
」に
改
正

　

平
成
23
年
度…

交
付
対
象
者
の

範
囲
拡
大
な
ど

※

２…

「
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
お
よ
び
南
島
原
市
高
齢

者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
緊

急
通
報
装
置
の
貸
与
、
住
宅
改

修
費
助
成
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ

る
。

■
児
童
福
祉･

子
育
て
支
援
の

　
充
実

・
保
育
料
の
軽
減（※

１
）

・
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進

・
妊
婦
検
診
費
用
の
助
成（※
２
）

・
健
康
診
査･

予
防
接
種
の
充
実

（※

３
）

※

１…

「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援

事
業
」
詳
細
27
ペ
ー
ジ
。多
子

世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
。

※

２…

妊
婦
の
14
回
す
べ
て
の
検

診
費
用
の
助
成

※

３…

定
期
の
予
防
接
種
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
の
実

施
■
学
校
教
育
の
充
実
と
施
設
整
備

・
子
ど
も
支
援
員
、
特
別
支
援
教

育
助
手
、
心
の
教
室
相
談
員
の

の
増
員（※

）

・
学
校
教
育
施
設
お
よ
び
関
連
施

設
な
ど
の
整
備

・
小
学
校
統
廃
合
、
跡
地
利
活
用

の
検
討

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
整

備

・
登
校
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
通
級

型
心
の
教
室
「
つ
ば
さ
」
の
設

置

※

一
人
ひ
と
り
に
目
の
行
き
届
く

教
育
体
制
づ
く
り
の
た
め
、

30
人
の
大
幅
な
増
員
を
図
る
。

■
生
涯
学
習
の
推
進

・
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

・
公
共
図
書
館･

学
校
図
書
館
の

環
境
整
備（※

）

※

公
共
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の

連
携
、
読
書
教
育
の
推
進
や

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

を
行
う
ほ
か
、
図
書
館
未
設

置
地
区
の
利
用
環
境
を
整
備
・

充
実
さ
せ
る
。

こ
う
く
う

み

ぞ

う

1
人
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
立
場
に
立
っ
た

職
務
遂
行
の
た
め
に

市
を
取
り
巻
く
状
況

市
の
今
と
こ
れ
か
ら

元
気
が
基
本
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
24
年
第
１
回
南
島
原
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月
22
日
か
ら
３
月

19
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
の
冒
頭
で
、
藤
原
市
長
が
平
成
24
年
度

の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
南
島
原
市
の
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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特集 平成24年度 施政方針
■
市
内
道
路
の
整
備

・
市
道
の
整
備（※

）

・
県
道･

国
道
の
整
備
促
進

・
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
促
進

・
国
道
２
５
１
号
の
バ
イ
パ
ス
道

路
の
計
画

※

34
路
線
の
継
続
事
業
に
加
え
、

新
た
に
18
路
線
の
道
路
整
備

に
着
手

■
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
・

　
地
域
力
再
生

・
加
津
佐
前
浜
周
辺
整
備
の
事
業

計
画
策
定

・
口
之
津
港
再
整
備
の
推
進

・
原
城
周
辺
利
用
促
進
計
画
の
策

定
・
有
家
総
合
運
動
公
園
の
整
備･

拡
張
の
検
討

■
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
・

　
地
域
力
発
信

・
第
３
回
南
島
原
植
樹
の
開
催

・
口
之
津
港
開
港
４
５
０
年
記
念

事
業（※

）

・
歴
史
・
文
化
博
物
館
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
の
設
置

※

開
港
４
５
０
年
事
業

・
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト（
９
月
22
日
・

23
日
）

・
記
念
式
典（
９
月
22
日
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

・
テ
レ
ビ
東
京
「
開
運
！
な
ん
で

も
鑑
定
団
」

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

・
有
馬
晴
信
没
後
４
０
０
年
記
念

事
業　
　
　
　　
　

な
ど

　

■
防
災
体
制
の
整
備

・
防
災
行
政
無
線
の
整
備（※

）

・
自
主
防
災
組
織
の
活
動
推
進

・
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

整
備

※

平
成
24
年
度
で
市
内
全
域
の
デ

ジ
タ
ル
化
完
了
。

■
情
報
基
盤
の
整
備

・
高
速
通
信
網
の
整
備
促
進

■
上
・
下
水
道
の
整
備

・
水
道
事
業
統
合
計
画
に
基
づ
い

た
安
心
、
安
全
な
飲
料
水
の

安
定
供
給

・
水
道
未
普
及
地
区
の
解
消

・
公
共
下
水
道
の
接
続
促
進

・
浄
化
槽
設
置
整
備
の
支
援

■
循
環
型
地
域
社
会
の
形
成

・
ご
み
収
集
処
理
体
制
の
整
備

・
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止
体
制
の

強
化

■
地
域
資
源
の
開
発

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査

■
ま
ち
の
魅
力
発
信

・
世
界
遺
産
登
録
の
推
進

・「
市
の
宣
伝
Ｖ
Ｔ
Ｒ
」の
制
作

■
農
林
業
の
振
興

・
農
業
生
産
基
盤
整
備
の
推
進

（
受
益
者
負
担
の
見
直
し
）

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
の
強

化（※

）

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

・
葉
た
ば
こ
農
家
の
経
営
支
援

※

深
刻
な
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と

し
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
や
電
気
柵
の
設
置
、
猟
友

会
と
の
連
携
を
密
に
し
た
捕

獲
を
行
う
。

■
水
産
業
の
振
興

・
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進

・
漁
港･

水
産
関
係
施
設
の
整
備

・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
漁
船
廃
船
の
処
理
対
策

■
商
工
業
の
振
興

・
商
店
街
の
活
性
化

・
地
場
産
業
の
活
性
化
と
地
場
産

品
の
売
り
込
み

・
地
域
物
産
開
発
販
売
支
援
事
業

の
推
進

・
そ
う
め
ん
産
業
の
活
性
化

■
観
光
の
振
興

・
農
林
漁
業
体
験
民
宿
の
推
進

・
南
島
原
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会
の

運
営
支
援

・「
島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
普
及
・
推
進

・「
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ

ネ
ス
コ
会
議
」の
開
催（※

１
）

・
島
原
半
島
「
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｕ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（※

２
）に

よ
る
島
原
半
島
の
観
光
振
興

※

１…

詳
細
２
〜
３
ペ
ー
ジ

※

２…

県
の
「
が
ん
ば
ら
ん
ば
長

崎
」
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

の
第
１
弾
の
支
援
先
と
し
て

行
わ
れ
る
。
32
件
の
応
募
の

中
か
ら
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、

１
億
円
の
補
助
金
を
財
源
に
、

島
原
半
島
観
光
連
盟
が
３
年

を
か
け
実
施
す
る
。
本
市
か

ら
も
職
員
１
人
を
派
遣
中
。

半
島
３
市
の
観
光
振
興
を
進

め
て
い
く
。

■
地
場
産
業
の
活
性
化

・
特
産
品
の
販
路
拡
大
と
地
場
産

品
の
Ｐ
Ｒ
強
化

・「
新
規
就
業
者
激
励
会
」
の
開

催

■
人
が
元
気
！

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
見

直
し

・
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入

・
子
ど
も
支
援
員
、
心
の
教
室

相
談
員
お
よ
び
特
別
支
援
教

育
助
手
の
増
員

・
小
中
学
校
校
舎･

体
育
館
の

耐
震
補
強

・
学
校
給
食
会
の
統
合

・
第
21
回
原
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催

■
産
業
が
元
気
！

・
農
業
基
盤
整
備
の
推
進

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

強
化

・
水
産
関
係
共
同
施
設
整
備
経

費
の
一
部
助
成

・
住
宅･

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資

金
補
助
金
制
度
の
周
知
拡
大

・
南
島
原
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会

の
運
営
強
化

■
ま
ち
が
元
気
！

・
第
２
回
南
島
原
植
樹
の
開
催

・
口
之
津
港
開
港
４
５
０
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
の
創
設

・
簡
易
水
道
統
合
整
備
（
簡
易

水
道
再
編
）の
着
手

・
須
川
港
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

（
多
目
的
広
場
な
ど
の
整
備
）

■
市
役
所
が
元
気
！

・
全
国
公
募
に
よ
る
副
市
長
の

選
任

・
市
政
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度「
カ
イ

ゼ
ン
ピ
ッ
ク
」提
案
の
実
践

・
国･

県
へ
の
要
望
活
動

■
そ
の
他

・
東
日
本
大
震
災
の
支
援

・
南
島
原
市
災
害
連
絡
協
議

会
、
島
原
南
高
管
工
事
協
同

組
合
そ
れ
ぞ
れ
と
の
災
害
支

援
協
定
締
結

・
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
と
の
災
害
協
定
の
締
結

・
島
原
半
島
３
市
と
諫
早
市
の

４
市
に
よ
る
災
害
協
定
の
締

結
・
郵
便
事
業
会
社
な
ど
と
の
道

路
の
損
傷
な
ど
の
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
覚
書
の

締
結

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
の
経
過

に
ぎ

■
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
提
供

・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
た
業

務
体
制
の
整
備

・
人
事
評
価
制
度
の
確
立（※

）

・
職
員
の
接
客
教
育
の
充
実

・
職
員
の
広
報
教
育
の
充
実

・
職
員
の
知
識
拡
大

※

人
事
評
価
制
度…

職
員
の
能
力

や
実
績
な
ど
を
客
観
的
・
主

体
的
に
評
価
し
、
人
事
配
置
や

能
力
開
発
な
ど
の
人
事
管
理

上
の
決
定
に
役
立
て
、
人
材
育

成
や
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

職
員
の
意
欲
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
引
き
出
す
公
正
・
公

平
で
透
明
性
と
納
得
性
の
あ

る
制
度
の
確
立
を
目
指
す
。

■
効
率･

効
果
的
な
行
政
運
営

・
外
部
評
価
委
員
会
の
設
置

・
政
策
推
進
会
議
の
設
置

・
公
共
施
設
の
総
点
検

・
市
税
の
公
平
、
公
正
な
賦
課
、

徴
集
の
推
進

・
納
税
の
利
便
性
の
向
上

3
ま
ち
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り

4
市
役
所
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

2
産
業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
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　平成24年度当初予算では、「南島原
市総合計画」が目指す将来像実現に向
け、「いつも市民がど真ん中！」を基
本理念として、「重点プロジェクト」
への重点化を行っています。これに加
え、今回、「人材育成」「市民生活の基
盤整備」「防災対策」「観光活性化」「産
業振興」に資する５つの事業を重要施
策の柱として位置付け、必要な予算を
拡充措置しました。
　平成24年度の一般会計当初予算は
291億4,289万６千円で平成23年度
と比較すると10億6,344万円の増と
なっています。
　経常的な経費については、「カイゼ
ンピック」による職員提案の予算への
反映、「ゼロ予算事業」の積極的な推
進、人件費の抑制および徹底した事務
事業の見直しを行うとともに、引き続
き、経費の削減に取り組みます。

用語の説明

市　　　税…………
繰入金・諸収入等…

地方交付税…………
市　　　債…………
国県支出金…………
そ　の　他…………

市民税、固定資産税、軽自動車税など
繰入金、使用料、分担金および負担金、　諸収入、財産収入、
寄附金、繰越金
地方自治体が全国水準の行政を行えるように交付されるもの
国・県や金融機関から借り入れる借金
国・県が認める事業費に対し、国、　県から交付されるもの
地方消費税交付金、地方譲与税、自動車取得税交付金、地方特
例交付金、　利子割交付金、配当割交付金 など

自主財源 市が独自で確保できるお金

依存財源 国・県が配分するお金や、借り入れで確保するお金

用語の説明

総　務　費……
民　生　費……
衛　生　費……
農林水産費……
商　工　費……
土　木　費……
消　防　費……
教　育　費……
公　債　費……
そ　の　他……

税務、戸籍、選挙事務など
赤ちゃんから高齢者までの福祉、障害者福祉や生活保護など
各種健康診断や予防対策、ごみ処理など
農林水産振興、ほ場整備や漁港整備など
企業誘致や商工振興、観光振興など
道路や公園、公営住宅の整備など
火災、救急、風水害など
幼稚園や小中学校教育、生涯学習やスポーツ振興など
市の借入金の返済
議会費、労働費、災害復旧費、予備費

義務的経費 職員の給与、借金の返済や赤ちゃんからお年寄りまでの福祉
にかかる経費など、その支出が義務づけられているお金

投資的経費 道路や施設のように、将来に形を残すものに使うお金

個性ある教育や、人づくりなどに
重点を置いた事業

○家庭教育力向上事業…………………254万円
○図書室整備事業……………………5,601万円
○長崎県東京事務所職員派遣事業………83万円
○ふるさと体験ツアー（市内小学生対象）…293万円

「人材育成」に資する事業
市民が住み慣れた地域で

安心して生活を送るための事業
○すこやか子育て支援事業……………335万円
○道路改良事業 新規18路線……３億1,500万円
○国道251号線バイパス設計事業……400万円

「市民生活の基盤整備」に資する事業
東日本大震災の教訓を踏まえ、

災害に強いまちづくりを推進する事業
○被災者支援システム構築事業………246万円
○自主防災組織活動支援事業…………200万円

「防災対策」に資する事業
市の地域資源を活用した

観光客の誘客を図るための事業
○口之津港開港450年記念事業補助金…5,000万円
○加津佐前浜周辺整備事業……………396万円
○農林漁業体験民泊施設及びどぶろく　　　　
　製造施設整備事業補助金…………1,666万円
○ふるさと体験ツアー（再掲）……………293万円

「観光活性化」に資する事業
地域経済の活性化と将来の財政基盤の

強化を図るための事業
○そうめんPRイベント開催事業……683万円
○水産関係施設整備事業補助金………123万円
○道路改良事業 新規18路線（再掲）…３億1,500万円
○国道251号線バイパス設計事業（再掲）…400万円

「産業振興」に資する事業

用語の説明

・国民健康保険事業特別会計
92億円

（増減率  ＋0.3%）

・簡易水道事業特別会計
22億円

（増減率  ＋55.9%）

・下水道事業特別会計
8億円

（増減率  ＋2.5%）

・後期高齢者医療事業特別会計
6億円

（増減率  ＋7.1%）

（内　　訳）

128億円
（増減率  ＋7.2%）

■水道事業会計
2 億 円

（増減率 ＋1.7%）

■特別会計

特別会計
特定の事業を行うために特定の収
入をその支出に充てるため、経理
を独立して設ける会計
　
水道事業会計
水道事業から得られる収入で浄水
や給水などの費用を扱う独立採算
制の企業会計

市税
34億円（11.7％）

地方交付税
135億円
（46.4％）

市債
43億円
（14.8％）

国県支出金
54億円

（18.6％）

その他
８億円
（2.7％）

繰入金・諸収入等
17億円（5.8％）

自主財源
17.5%
自主財源
17.5%

291億円

依存財源 82.5%依存財源 82.5%

歳　　 入
総務費　
　30億円（10.4％）

人件費
　（17.1％）

義務的経費
（52.7％）

投資的経費
（17.1％）

その他
（30.2％）

その他
3億円（1.0％）　

商工費
4億円（1.3％）

衛生費　26億円
（8.8％）

農林水産費
20億円（6.7％）

土木費
28億円
（9.7％）

291億円

公債費
53億円

（18.1％）

消防費
12億円
（4.2％）

教育費
28億円
（9.8％）

平成24年度予算は

市民一人当り※

81万5,115円
国保などの特別会計を含めて算出しています
※51,682人（１月末日現在）で計算しています

歳　　 出
一  般  会  計  291 億円（前年比11億円増）

平成24年度   主 な 新 規 事 業 いつも市民がど真ん中‼『人が元気になる』『産業が元気になる』『まちが元気になる』『市役所が元気になる』

当初予算編成の
基本的な考え方特別会計に

ついて

平成24年度

南島原市の
当初予算

民生費
87億円
（30％）
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

①狂犬病予防注射手数料……… 3,050円
  （注射済票交付手数料（550円）含む）
②新 規 登 録 の 場 合……… 6,050円
  ［登録料（3,000円）＋狂犬病予防注射手数料（3,050円）］

予防注射時費用（１頭の場合）

　登録犬の所有者には、予防注射の通知と問診票を送付しますので、必要事項を記
入の上、問診票を持参してください。

　 場 　 　 所 　 　時　　間　実 施 日地区 　 場 　 　 所 　 　時　　間　実 施 日地区

加
津
佐
町

４月10日㈫

南

有

馬

町

４月17日㈫

津波見小学校体育館
東 串 公 民 館
宮 原 体 育 館
山 口 公 民 館
加津佐公民館下駐車場

古 園 公 民 館
北 岡 天 満 宮
浦 田 浅 間 神 社
南 有 馬 庁 舎 駐 車 場
吉 川 公 民 館
白 木 野 公 民 館
梅 谷 公 民 館

10：00～10：20
10：40～11：30
11：45～12：00
13：40～14：00
14：15～15：00

口
之
津
町
４月12日㈭

口之津運動広場（旧町民グラウンド）
早 崎 漁 港 埋 立 地
口之津支所裏駐車場

10：00～11：30
13：10～13：50
14：10～14：50

9：30～ 9：45
9：55～10：10
10：20～10：40
10：50～11：40
13：20～13：50
14：00～14：35
14：50～15：05

西

有

家

町

４月20日㈮

商 工 会 西 有 家 支 所

高 貝 野 バ ス 停 付 近
長 野 公 民 館

龍 石 公 民 館

見 岳 消 防 団 詰 所
慈 恩 寺 公 民 館

西 有 家 庁 舎 裏

9：30～10：00
10：10～10：35
10：50～11：05
11：20～11：40
11：55～12：15
13：55～14：25
14：40～15：30

深

江

町

布

津

町

有

家

町

北
有
馬
町

４月18日㈬ ４月27日㈮

４月25日㈬

４月24日㈫

深 江 瀬 野 運 動 広 場
深 江 支 所 前
深江運動場（旧町民グラウンド）
みどりが丘運動広場

潮 入 崎 公 民 館
第２分校体育館駐車場
旧 住 吉 工 務 店 倉 庫
世 紀 の 泉 駐 車 場

堂 崎 公 民 館
有家東部地区トレーニングセンター

有 家 保 健 セ ン タ ー
小 川 公 民 館

有 家 農 村 婦 人 の 家

折 木 公 民 館
原 山 バ ス 停 付 近
北有馬ふれあい交流広場
灰 木 消 防 団 詰 所
老 人 福 祉 セ ン タ ー
下 内 中 尾 公 民 館

10：00～10：40
10：50～11：40
13：20～14：10
14：20～15：00

10：00～10：30
10：45～11：05
11：20～11：50
13：30～14：20

11：00～11：30
13：10～13：30
13：40～14：30

9：30～10：00
10：15～10：45

9：40～ 9：55
10：10～10：25
10：40～11：20
11：40～12：00
13：40～14：40
14：55～15：10

　次の場合は、届け出が必要です。速やかに各支所市民窓口班（西有家庁舎は３階環境課）に届け出てください。
①犬が死亡した場合（鑑札および狂犬病予防注射済票が必要です）
②犬の所有者の氏名または住所が変わった場合 
③犬の所在地が変わった場合
④犬の所有者が変わった場合（登録済の犬を譲り受けた場合は、犬を新たに登録する必要はありませんが、新しい
　所有者は、犬の所有者の変更を届け出てください）

●
就
学
援
助
制
度
の
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内

の
小
・
中
学
校
に
児
童
、
生
徒

を
就
学
さ
せ
る
世
帯
で
、
教
育

委
員
会
が
認
定
し
た
人
（
保
護

者
）

●
援
助
対
象
と
な
る
世
帯
の

　
主
な
要
件

・
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃

止
と
な
っ
た
世
帯

・
市
民
税
の
非
課
税
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯

・
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
、

子
ど
も
の
就
学
が
困
難
で
あ

る
な
ど
、
市
が
認
め
る
事
情

を
有
す
る
場
合

●
援
助
の
内
容

　

次
の
費
用
の
一
部
（
限
度
額
）

を
援
助
し
ま
す
。

⒈ 

学
用
品
費
な
ど

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
通

学
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

行
費
、
体
育
実
技
用
具
費

⒉ 
医
療
費

結
膜
炎
、
中
耳
炎
、
虫
歯
な
ど
、

学
校
で
治
療
の
指
示
を
受
け
た

疾
病
の
治
療
に
要
す
る
費
用

⒊ 

学
校
給
食
費

●
手
続
き
方
法

　

援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
教
育
振
興

班
、
学
校
に
備
え
て
い
る
申
請
書
を

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※金額は、あくまで「目安」です。世帯の状況によって対象にならない場合があります。

【参考】援助となる世帯の収入の目安（上限額）

世 帯 人 数

平成23年分
世帯総収入額

２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人 ６ 人

159万円 190万円 223万円 267万円 306万円

　

４
月
は
、
新
入
学
や
新
学
期
が

始
ま
る
時
期
で
す
。

　

市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
新
し
い

ラ
ン
ド
セ
ル
や
、
新
し
い
学
生
服

の
児
童
・
生
徒
を
よ
く
目
に
し
ま

す
。と
て
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
入
生
や
新

学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、
気
持
ち

が
浮
き
足
立
ち
、
周
り
が
よ
く
見

え
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、
徐

行
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
を
も
っ

た
安
全
走
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、家
庭
や
地
域
な
ど
で
は
、

『
道
路
で
ふ
ざ
け
て
遊
ば
な
い
』

『
急
な
飛
び
出
し
を
し
な
い
』『
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
る
』
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル

や
交
通
マ
ナ
ー
の
教
育
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
の
心

配
を
す
る
こ
と
な
く
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学
援

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
就
学
援
助
に
つ
い
て

問 

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
８
１

ま
た
は
各
教
育
振
興
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
問 環境課 ☎０５０（３３８１）５０４１

犬の登録事項変更等について

狂犬病注射が始まります４月10日㈫から

南
島
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
安
全
・
安
心
な
南
島
原
市
を
め
ざ
し
て
〜

問 

南
島
原
警
察
署　
☎
０
９
５
７
（
８
６
）
２
１
１
０

新
入
学
・
新
学
期
に
お
け
る

　
　
　

  　

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

春の全国交通安全運動
平成24年

実施期間

重点1

４月６日㈮～15日㈰
子どもと高齢者の交通事故防止

重点2

重点3

重点4

自転車の安全利用の推進
全てのシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

「いそいでも  かならずかくにん  みぎひだり」
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

●
補
助
対
象
地
域

　

下
水
道
な
ど
の
集
合
処
理

区
域
以
外
の
区
域
ま
た
は
下

水
道
の
整
備
が
当
分
の
間

（
７
年
以
上
）見
込
ま
れ
な
い

区
域

※

下
水
道
認
可
区
域
な
ど
、

一
部
の
区
域
は
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

　

補
助
対
象
地
域
で
「
合
併

処
理
浄
化
槽
」
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人

※

「
単
独
処
理
浄
化
槽
」か
ら

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」に
切

り
替
え
る
人
を
含
み
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
種
類

・
通
　
常
　
型

ト
イ
レ
の
汚
水
だ
け
で
な
く
、

台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
生
活

雑
排
水
も
一
緒
に
処
理
す
る

一
般
的
な
性
能
を
有
す
る
浄

化
槽
。
生
活
排
水
の
汚
れ
が

10
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

・
高
度
処
理
型

通
常
型
に
窒
素
ま
た
は
リ
ン

除
去
を
高
度
に
処
理
で
き
る

能
力
を
付
加
さ
れ
た
浄
化
槽
。

閉
鎖
性
海
域
で
の
よ
り
い
っ

そ
う
の
水
質
汚
濁
防
止
、
富

栄
養
化
防
止
の
目
的
で
用
い

ら
れ
る
浄
化
槽
で
す
。

そ
の
他
の
補
助
要
件
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

通  常  型

補　助　金　額
建物の用途

住宅、２世帯住宅
など

人　槽

５～10人槽 332,000円～　　　
548,000円

939,000円～　　　
2,037,000円

高 度 処 理 型

444,000円～　　　
576,000円

1,092,000円～　　　
2,496,000円

店舗併用住宅、
事務所など

11～50人槽

　平成24年度の国民年金保険料の金額が
１カ月１４，９８０円に改定されました。
　支払いは、口座振替が、納め忘れがなく確実
です。また、前納した場合は、その期間に応じ
て保険料の割引があります。口座振替は１年
分の前納、６カ月分の前納、毎月（早割）、毎月
（割引なし）があります。
　支払い方法は選ぶことができますので、各
金融機関または年金事務所に申し込んでくだ
さい。

●保険料と割引額
・１年前納（口座振替）…175,990円（3,770円割引／年）

・１年前納（現金納付）…176,570円（3,190円割引／年）

・毎月振替（早割）……… 14,930円（ 600円割引／年）

・毎月振替（翌月末振替）…14,980円

問 諫 早 年 金 事 務 所  ☎0957（25）1666
　 南島原市 保険年金課  ☎050（3381）5039
　 または 各支所

水道部 上水道課 維持管理班 南有馬庁舎内　☎０５０（３３８１）５０７０
担当地区：南有馬町・北有馬町

東部水道管理センター 深江庁舎内　☎０５０（３３８１）５１２２
担当地区：深江町・布津町・有家町・西有家町

西部水道管理センター 加津佐庁舎内　☎０５０（３３８１）５１９２
担当地区：加津佐町・口之津町

※これまでどおり、水道の各種手続き（使用開始・中止、廃止、給水装置所有者名義変更）は、市内の各支所で可能です。
※水道の各種手続きは電話でできますが、時間外、土、日、祝日の受付、開・閉栓業務はできませんので、早めに連絡を
　お願いします。（４月は異動の時期です。転居時は水道の手続きもお忘れなく）
※給水工事の申し込みは、それぞれの地区管理センターで行ってください。

水道料金の納付は毎月のことです。“気がついたら納期が過ぎていた！
そんなことがないよう、口座振替をご利用ください。
●申込方法／通帳と印鑑を持参の上、金融機関の窓口で行ってください（申込用紙は金融機関にあります）。
●振　　替／振替は、毎月末（12月・3月は25日。振替日が土・日・祝祭日の場合は翌開庁日）。
※なお、申し込んだ翌月の使用料から引き落としを行います。

撤去費用と認めた額
（限度額90,000円）

●
対　
　
　
象

・
市
の
浄
化
槽
設
置
補
助
金
を
利
用
す

る
こ
と
（
新
築
は
対
象
外
）

・
市
の
あ
っ
せ
ん
す
る
指
定
金
融
機
関

に
よ
り
融
資
を
受
け
る
こ
と

※

そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
の
内
容

・
融
資
あ
っ
せ
ん
額…

改
造
工
事
１
件

に
つ
き
70
万
円
以
内
（
60
カ
月
以
内

の
元
金
均
等
月
賦
償
還
）

※
一
般
の
市
場
利
率
よ
り
低
利
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
償
還
後
、
市

か
ら
利
子
相
当
額
を
補
給
し
ま
す
。

※

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
補
助
対
象
地
域
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
場
合
に
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
ト
イ
レ
の
改
造
や
排
水

設
備
な
ど
の
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
工
事
費
用
に
対
す
る
融

資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
市
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
指
定
金
融
機

関
で
低
金
利
の
融
資
が
受
け
ら
れ
、
分

割
返
済
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

返
済
の
と
き
に
負
担
し
た
利
子
相
当
額

は
、
毎
年
度
末
に
市
か
ら
補
給
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
浄
化
槽
の
設
置
や
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
を
考
え

て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

申
し
込
み
受
付
中
‼

問 
下
水
道
課　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
７
１

問 上水道課　☎０５０（３３８１）５０７０

４月１日から水道の施設管理を行う水道管理センターを、次のとおり統合します。
水道の各手続きは、これまでどおり支所でもできますので、ご安心ください。

水道管理センターを統合します

水道料金の納付は口座振替で！

教えて！国民年金 平成24年度の国民年金保険料が改定されました

自然と遊ぼう2012
と　き　４月29日㈰ 昭和の日　10時～14時
ばしょ　ありえ俵石自然運動公園

浄化槽設置補助金

単独処理浄化槽撤去補助額
（上乗せ補助）

補　助　金　額

「
資
金
が
な
い
か
ら
」と
い
う

理
由
で
浄
化
槽
を

あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か

み
ん
な
で
食
べ
よ
う

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
そ
う
め
ん
流
し

み
ん
な
で
食
べ
よ
う

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
そ
う
め
ん
流
し

み
ん
な
で
食
べ
よ
う

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
そ
う
め
ん
流
し

親
子
そ
ろ
っ
て
、
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

親
子
そ
ろ
っ
て
、
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

親
子
そ
ろ
っ
て
、
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

　

実
は
中
国
も
イ
タ
リ
ア
と
同
じ

で
、
救
急
業
務
は
、
消
防
で
は
な

く
医
療
機
関
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
一
日
消
防
署
長
の
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
も
と
て
も

貴
重
な
も
の
で
し
た
。

　

ま
ず
署
長
の
制
服
を
着
用
し
、
委
嘱
状
交
付
式
に
参
列
。
と

て
も
あ
ら
た
ま
っ
た
雰
囲
気
で
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
。
そ
の

後
は
、
消
防
署
内
を
見
学
し
た
り
、
幼
稚
園
を
回
っ
て
「
火
の

用
心
の
歌
」
を
歌
っ
た
り
、
無
事
任

務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
防
署
員
の
皆
さ
ん
が
、
火
を
消

す
だ
け
で
な
く
、
一
生
懸
命
訓
練
し

た
り
、
防
火
意
識
の
啓
発
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
に
、
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。（
林
）　

　
「
気
を
つ
け
！A
ttenti!

（
ア
ッ
テ

ン
テ
ィ
）」…

こ
の
セ
リ
フ
、
ず
っ
と

言
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

神
様
、
よ
う
や
く
私
の
願
い
を
叶
え

て
く
れ
た
の
で
す
ね
。

　

実
は
、
３
月
１
日
に
委
嘱
を
受
け
、

南
島
原
消
防
署
長
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
と
き
あ

る
も
の
を
発
見
し
て
び
っ
く
り
！
救
急
車
が
あ
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
イ
タ
リ
ア
で
は
、
救
急
車
は
病
院
に
あ
っ
て
、
消
防

署
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
毎
日
仕
事
を
す

る
日
本
の
消
防
士
は
本
当
に
ス
ゴ
カ
で
す
ね
。
衝
撃
的
な
今
回

の
体
験
は
、
永
遠
に
記
憶
に
残
る
も
の
で
し
ょ
う
。（
ア
ン
ナ
）

　

３月１日から７日までは、春の全国火災予防週間でした。
南島原消防署の１日消防署長を体験した２人は、あるものを
見てびっくり！消防署にあるとびっくりする白いアレとは？

●
補
助
の
要
件

⑴
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居
住
し
て

い
る
人

⑵
市
内
の
販
売
店
か
ら
購
入
す
る
こ
と

⑶
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
つ
い
て
は
５
年

間
、
処
理
容
器
に
つ
い
て
は
３
年
間
、
補

助
金
の
交
付
を
受
け
た
人
が
同
一
世
帯
に

い
な
い
こ
と

●
申
請
方
法
な
ど

　

申
請
書
に
添
付
書
類
（
領
収
書
、
仕
様
書
、

設
置
場
所
を
示
し
た
地
図
）
を
添
え
、
振
込

口
座
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
、
各
支
所

ま
た
は
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※

先
着
順
に
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
予
算

額
に
達
し
た
場
合
は
申
請
を
締
め
切
り
ま

す
。

購入額の２分の１（100円未満切捨て）
限度額　２０,０００円
１世帯１台まで

購入額の２分の１（100円未満切捨て）
限度額　３,０００円
１世帯２個まで

電気式生ごみ処理機
生ごみ処理容器

（コンポスト・EM専用バケツ）

補 

助 

金 

額

●資源ごみ回収実施団体
　自治会・PTA・子ども会・老人会・その他市長が認める市民団体

●回収品目および報奨金
　一般家庭から排出される資源ごみ（右記品目）
　に限る。

●回収業者について
　最寄りの廃品等回収業者および酒類販売店

市では、資源ごみの回収活動に対する助成制度を設けています。
団体登録の受け付けは随時行っています。「やってみたい」、「取り組みた
い」という団体※は、環境課にお問い合わせください。
※事前に団体の登録が必要です。

古 紙 類

古 着 類 衣類

新聞紙（広告紙含む）、雑誌、段ボール

種 類 品　　　目

金 属 類 アルミ製空き缶、スチール製空き缶

空 き び ん 類
（リターナブルびん）

酒・醤油びん（1.8ℓ以上）
ビールびん（633㎖以上）、その他のびん

１㎏につき
５円

それぞれ1本につき
４円

報奨金の額

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
若
草
の

萌
え
出
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
記

事
が
私
、
林
の
最
後
の
記
事
に
な
り
ま
す
。
今

月
の
９
日
に
南
島
原
市
と
別
れ
て
故
郷
の
福
建

省
に
戻
り
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
充
実
し

た
日
々
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
と
触
れ
合
い
、
い
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

　

一
番
印
象
深
い
こ
と
。
そ
れ
は
、
地
元
の
ひ

ま
わ
り
テ
レ
ビ
で
の
「
楽
々
リ
ン
リ
ン
」
の
撮

影
で
す
。
５
分
間
で
す
け
ど
、
テ
レ
ビ
講
座
を

通
し
て
中
国
語
と
中
国
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
皆
さ
ん
か
ら
「
り
ん

さ
ん
、
番
組
を
見
て
い
ま
す
よ
」
と
声
を
掛
け

て
も
ら
っ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

一
番
感
動
し
た
こ
と
。
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

ね
。
周
り
は
い
つ
も
異
国
か
ら
来
た
私
を
家
族

の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
の
１
月
、

同
僚
か
ら
年
祝
い
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
か
ら
の
優
し
さ
と
温
情
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

１
年
の
交
流
時
間
は
と
て
も
短
か
っ
た
で
す

が
、
リ
ン
に
と
っ
て
南
島
原
市
で
の
思
い
出
は

一
生
の
宝
物
で
す
。
こ
の
美
し
く
て
温
か
い
南

島
原
市
に
、
ぜ
ひ
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
见
‼
（
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
）

耕作する 自己保全 貸したい 売りたい 耕 作 中 耕作不能 そ の 他 合 計

面 積

（回答結果）

筆 数

10 ha

135 筆

43 ha

818 筆

39 ha

692 筆

25 ha

532 筆

9 ha

207 筆

39 ha

744 筆

25 ha

532 筆

190 ha

3,660 筆

※回答は複数項目回答となっています。

国際交流員 アンナ・スペッキオ（イタリア）と林 晶（中国）によるコラム 

アンナと林の「アンリン中伊報」

１
日
消
防
署
長

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Vol.7

当日はともて緊張しました

林さん、今まで
ありがとうございました

　
市
で
は
、生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
す
る
世
帯
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※

新
規
の
購
入
だ
け
で
な
く
、
一
定
期
間
経
過
後
で
あ
れ
ば
、
取
り
替
え
る
場
合
も
補

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

問 環境課　☎０５０（３３８１）５０４１

資源ごみ回収報奨金制度をご利用ください

生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
す
る
世
帯
に

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

問  

環
境
課  

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
１

再见‼

　
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
に

農
業
委
員
を
通
じ
て
行
っ
た
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
４
４

１
ha
の
所
有
者
２
，
８
２
７
人
に
対
し
、

遊
休
農
地
の
意
向
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
２
月
末
現
在
で
全
体
の

41
％
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
答
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
今
回
の
結
果
を
も
と
に
、

遊
休
農
地
解
消
へ
向
け
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
集
計
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。 遊

休
農
地
の
意
向
調
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問  

農
業
委
員
会
事
務
局  

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
９
０

耕作する
　10ha（5.26%）

自己保全
43ha（22.6%）

貸したい
39ha（20.5%）

売りたい 25ha（13.1%）

耕作中
9ha（4.73%）

その他
25ha（13.1%）

耕作不能
39ha（20.5%）
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２
月
26
日
に
、
㈳
長
崎
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
、
南
島
原
市

に
高
性
能
ガ
ス
コ
ン
ロ
「
Si
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ
」
25
台
（
約

３
０
０
万
円
相
当
）
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
貢
献
や

油
の
加
熱
防
止
機
能
な
ど

安
全
性
が
高
い
Ｓ
ｉ
セ
ン

サ
ー
コ
ン
ロ
の
普
及
な
ど

を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
、
寄
贈
い
た
だ
い

た
コ
ン
ロ
は
、
市
内
７
公

民
館
に
設
置
し
、
有
効
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

有
馬
商
業
高
等
学
校
が
、
閉
校

後
学
校
施
設
が
活
用
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
昨
年
７
月
に
「
南
島
原

市
有
馬
商
業
高
校
跡
地
等
活
用
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
「
加
津
佐

前
浜
周
辺
整
備
事
業
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
加
津
佐
前
浜
周

辺
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

両
委
員
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
十
分
に
協
議
を
行
い
、
２

月
20
日
に
両
委
員
会
か
ら
報
告
書

が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
後
、市
で
は
報
告
書
を
も
と
に
、

活
用
方
法
な
ど
を
決
定
し
ま
す
。　

　

３
月
８
日
に
走
食
系
チ
ル
ド
レ
ン
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
日
清
食
品
グ
ル
ー
プ
主
催
）
が
、
加
津
佐
東
小
学
校
の
５
・

６
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
２
０
０
４

年
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
の
諏
訪
利
成
選

手
が
務
め
ま
し
た
。

　

諏
訪
選
手
は
、
こ
れ
ま

で
の
体
験
談
を
語
り
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
で
は
、

諏
訪
選
手
と
一
緒
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
。

　

児
童
た
ち
は
、
正
し
い

走
り
方
と
正
し
い
食
の
知

識
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
に
第
21
回
南
島
原
市
原
城
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、
原
城
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
１
，
４
５
０
人
の
出
場

が
あ
り
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
、
十
八
銀
行

女
子
陸
上
部
の
藤
田
真
弓
・
扇
ま
ど
か
両
選
手
と
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
。

　

ま
た
、
南
有
馬
町
時
代
か
ら
交
流
を
深
め
て
い
る

香
川
県
小
豆
島
町
か
ら
竹
内
章
介
副
町
長
ら
選
手
団

が
来
市
。
７
組
の
親
子
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
出
場

し
ま
し
た
。

●
南
島
原
市
在
住
の
優
勝
者

ー
敬
称
略
ー

・
２
㎞（
小
学
生
男
子
４
年
）

　
竹
下
　
魁
渡（
梅
谷
小
）

・
２
㎞（
小
学
生
男
子
５
年
）

　
石
川
　
太
晤（
深
江
小
）

・
2.5
㎞（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

　
松
尾
　
謙
、優
輝（
有
家
）

・
３
㎞（
中
学
生
男
子
）

　
山
村
　
尚
耶（
北
有
馬
中
）

・
５
㎞（
高
校
生
男
子
）

　
安
達
　
公
人（
鎮
西
高
校
）

・
５
㎞
男
子（
19
〜
29
歳
）

　
穐
山
　
春
樹（
西
有
家
町
）

・
５
㎞
男
子（
30
歳
〜
39
歳
）

　
小
川
　
光
洋（
西
有
家
町
）

・
５
㎞
男
子（
40
歳
〜
59
歳
）

　
竹
村
　
　
一（
西
有
家
町
）

　３月４日に、鹿児島県与論町で第 21回ヨ
ロンマラソンが開催されました。平成 18年
３月に、口之津町と与論町は姉妹町として締
結。交流は合併後も続いています。
　今回、南島原市からは５人の選手が出場し
ました。その内の一人山本栄治さんは、ヨロ
ンマラソン特別大使として任命を受けてお
り、力強く選手宣誓を行いました。
　藤原市長はハーフマラソンとフルマラソン
のスターターを務めました。選手団はみんな
無事完走。与論町民から大歓迎を受け、次の
日には島内を視察し、口之津町と与論町との
関わりを学びました。

　３月３、４日に第14回有馬ひょうたん展
（有馬愛瓢会主催）が、北有馬ピロティー文
化センター日野江で開催されました。 会場に
は色とりどりのひょうたん約300点が、会場
いっぱいに並べられました。
　両日とも市内外から多数の来場があり、丹
精込めて繊細に加工されたひょうたんは、来
場者の目を楽しませていました。

　

西
望
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
、「
北
村
西
望
特
別
展
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
実
施
。
地
元
住
民
ら
40
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、

展
示
物
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
展
で
は
、
平
和
祈
念
像
が
制
作

さ
れ
た
井
の
頭
自
然
文
化
園
彫
刻
園（
東

京
都
武
蔵
野
市
）
の
ア
ト
リ
エ
や
、
島

原
城
の
西
望
記
念
館
の
所
蔵
す
る
作
品

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
館
者
は
、

日
本
の
彫
塑
界
を
代
表
す
る
北
村
西
望

の
作
品
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
19
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
、
あ
り
え
蔵
め
ぐ
り
春
の
陣
が
、
有
家

町
内
５
つ
の
蔵
と
加
盟
店
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
目
玉
は
、
百
年
蔵
の
ひ
な

飾
り
。
ま
た
、
今
回
は
、「
来
て
み
ん
ね
！

長
崎
《
食
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
王
国
》」
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
氏
を
招

い
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

開
催
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
っ
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。　

「
Si
セ
ン
サ
ー
コ
ン
ロ
」25
台
を
寄
贈

〜 

㈳
長
崎
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会 

〜

彫
塑
界
を
代
表
す
る

　
　
　
北
村
西
望
の
作
品
に
う
っ
と
り

〜 

北
村
西
望
特
別
展 

〜

〜 

あ
り
え
蔵
め
ぐ
り 

春
の
陣 

〜

各
委
員
会
か
ら
報
告
書
を
提
出

〜 

有
馬
商
業
高
校
跡
地
・
前
浜
周
辺
の
検
討
委
員
が
市
に
報
告 

〜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
が
直
接
指
導

県
内
外
か
ら
１
，４
５
０
人
が
出
場

〜 

走
食
系
チ
ル
ド
レ
ン
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

〜

〜 

第
21
回 

南
島
原
市
原
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会  

〜

青い海を眺めながら
駆け抜ける

約300点の
ひょうたん芸術がずらり 多

彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う

①元気よくスタートする子ど
もたち（小学生の部）

②ゴール付近では、多くの声援
の中、デッドヒートが繰り
広げられました

③原城跡を走る出場者ら。抜群
のロケーションを楽しみに
訪れるランナーも多いそう
です。

❶❶❶

❷❷❷

❸❸❸
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２
月
９
日
㈭
長
崎
県
立
美
術
館
に
お
い
て
ゴ
ミ
ゼ
ロ
な
が

さ
き
優
良
団
体
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
お
よ
び
再
生

利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
市
内
か
ら
は
有
馬
小
学
校
が
「
優
良
団
体
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
有
馬
小
学
校
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
環

境
教
育
の
取
り
組
み
を
始
め
、
平
成
22
年
２
月
に
南
島
原
市

学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
第
１
号
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

校
内
に
環
境
委
員
会
を
設
置
し
、「
エ
コ
ロ
ー
ル
隊
」
に

よ
る
校
内
の
昼
休
み
の
消
灯
や

節
水
の
呼
び
か
け
を
行
う
ほ
か
、

南
島
原
市
役
所
内
の
昼
休
み
の

消
灯
を
点
検
す
る
な
ど
、
省
エ

ネ
意
識
向
上
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
月
１
、
２
日
に
長
崎
市
で
ナ
ガ
サ
キ
・
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
馬
場
真
也
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
長
崎
県
下
の
若
手
農
業
者
が
、
日
々
の
思
い
や

１
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
51
回
目
の
実

施
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部…

最
優
秀
賞
（
県
１
位
）
馬
場

真
也
さ
ん
（
南
有
馬
町
農
村
青
少
年
研
究
会
）
課
題
名
「
秋

作
バ
レ
イ
シ
ョ
に
お
け
る
亜
リ
ン
酸
の
葉
面
散
布
の
効
果
」

●
意
見
発
表
の
部…

優
秀
賞
（
県
２
位
）
小
田
光
浩
さ
ん
（
南

有
馬
町
農
村
青
少
年
研
究

会
）

　

な
お
、　

馬
場
さ
ん
は

今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る

九
州
大
会
に
、
長
崎
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　平成23年度開催の第52回全国推奨観光土
産品審査会で、西有家町の製麺業者㈱小林甚
製麺の「甚五郎 あごだしらーめん３人前手提」
が、食品の部で日本商工会議所会頭努力賞を
受賞しました。長崎県内では唯一の受賞。
　おめでとうございました。

　２月18日、19日に第12回全九州卓球選手
権大会が福岡市民体育館で開催され、西有家
中学校卓球部（男子）が３位に入賞しました。
　おめでとうございました。

当
時
の
口
之
津

　

１
５
６
４
年
、
当
時
の
日
本
布

教
長
の
ト
ル
レ
ス
神
父
が
口
之
津

に
移
っ
て
き
て
か
ら
、
口
之
津
は

九
州
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
中
心

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

ろ
の
口
之
津
に
住
む
１
，
２
０
０

人
全
員
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、

口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館
付
近
の

高
台
に
「
岬
の
聖
母
の
会
堂
」
が

建
て
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　

有
馬
晴
純
の
死
に
よ
り
、
そ
の

子
有
馬
義
貞
が
有
馬
の
領
主
と
な

っ
た
そ
の
翌
１
５
６
７
年
、
３
隻

の
南
蛮
船（
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
）が
口

之
津
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

日
本
へ
の
航
路

　

南
蛮
船
に
は
、
商
人
や
宣
教
師

を
含
む
２
０
０
か
ら
３
０
０
人
が

乗
っ
て
い
ま
し
た
。南
蛮
船
は
、ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
港
を
出
航
。

途
中
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
な
ど
に
立

ち
寄
り
、
交
易
と
布
教
を
し
な
が

ら
、
季
節
風
に
乗
っ
て
日
本
を
目

指
し
ま
し
た
。そ
の
後
、南
蛮
船
は
、

マ
ラ
ッ
カ
、
マ
カ
オ
な
ど
を
め
ぐ

り
、い
よ
い
よ
夏
、南
東
か
ら
の
風

に
乗
っ
て
、
南
蛮
船
は
口
之
津
に

入
港
し
ま
す
。出
発
か
ら
到
着
ま

で
に
２
〜
３
年
か
か
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
口
之

津
を
目
指
す
こ
の
航
路
が
、
当
時

の
通
常
の
航
路
だ
っ
た
と
い
う
の

で
す
か
ら
驚
き
で
す
ね
。

交
易
の
中
心
へ

　

入
港
し
た
南
蛮
船
は
、
翌
２
月
、

冬
の
北
西
風
を
待
っ
て
出
航
し
ま

す
。
入
港
か
ら
出
航
ま
で
の
ほ
ぼ

半
年
間
、
船
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も

口
之
津
に
い
て
、
今
の
50
億
円
と

も
１
０
０
億
円
と
も
い
わ
れ
る
交

易
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
外
か
ら

は
、
生
糸
、
絹
織
物
、
香
料
、
砂

糖
が
も
た
ら
さ
れ
、
口
之
津
か
ら

は
お
も
に
銀
が
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
布
教
活
動
だ
け

で
な
く
、
交
易
の
中
心
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

片
田
舎
に
咲
く
異
文
化
交
流

　

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
そ
の
後

を
描
く
『
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
』
で
松

本
清
張
賞
を
受
賞
し
た
作
家
村
木

嵐
さ
ん
は
、
受
賞
時
に
「
な
ぜ
、

口
之
津
を
舞
台
に
し
た
の
か
」
と

聞
か
れ
、
こ
う
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
口
之
津
に
は
、島
原
半
島
の
は

し
の
小
さ
な
漁
村
に
も
か
か
わ
ら

ず
、た
く
さ
ん
の
外
国
人
が
い
て
、

日
本
人
同
士
の
あ
い
さ
つ
に
も
横

文
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。本

当
に
ふ
つ
う
の
人
た
ち
が
、
今
の

私
た
ち
以
上
に
西
洋
に
触
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
時
の
驚

き
が
、
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
た

理
由
で
す（※

１
）」

　

こ
の
話
が
当
時
の
口
之
津
を
全

て
物
語
っ
て
い
る
、
そ
う
思
い
ま

せ
ん
か
？

※

１…

文
芸
雑
誌
月
刊
「
オ
ー
ル
讀
物
」

２
０
１
０
年
６
月
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

よ
り
。
意
味
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
実

際
の
記
事
と
は
多
少
表
現
が
異
な
る
。

12：00～16：00

オープニング

郷土芸能　

南有馬中学校生徒による

「落城の賦」
　

オープニング

郷土芸能　

南有馬中学校生徒による

「落城の賦」
　

オープニング

郷土芸能　

南有馬中学校生徒による

「落城の賦」
　

昼の部
南有馬中学生と嘉穂高校生による

「クイズバトル」
（原城一揆まつりバージョン）
　

島原七万石踊り
　

口加高校吹奏楽部演奏
　

ゴスペルクワイヤ
　

「haruna（長崎市出身）」コンサート
　

一夜城もちまき

南有馬中学生と嘉穂高校生による

「クイズバトル」
（原城一揆まつりバージョン）
　

島原七万石踊り
　

口加高校吹奏楽部演奏
　

ゴスペルクワイヤ
　

「haruna（長崎市出身）」コンサート
　

一夜城もちまき

南有馬中学生と嘉穂高校生による

「クイズバトル」
（原城一揆まつりバージョン）
　

島原七万石踊り
　

口加高校吹奏楽部演奏
　

ゴスペルクワイヤ
　

「haruna（長崎市出身）」コンサート
　

一夜城もちまき

19：00～21：00夜の部

お問い合わせ／原城一揆まつり事務局　☎0957（85）2160　企画振興課  ☎050（3381）5030お問い合わせ／原城一揆まつり事務局　☎0957（85）2160　企画振興課  ☎050（3381）5030お問い合わせ／原城一揆まつり事務局　☎0957（85）2160　企画振興課  ☎050（3381）5030

主催／原城一揆まつり実行委員会主催／原城一揆まつり実行委員会主催／原城一揆まつり実行委員会 後援／南島原市後援／南島原市後援／南島原市

市民700人による追悼行列

追悼祭

キャンドルコンテスト表彰式

夜なべ談義

市民700人による追悼行列

追悼祭

キャンドルコンテスト表彰式

夜なべ談義

市民700人による追悼行列

追悼祭

キャンドルコンテスト表彰式

夜なべ談義

あ
り
ま
は
る
ず
み

あ
り
ま
よ
し
さ
だ

せ
ん
き
ょ
う
し

き
い
と

き
ぬ
お
り
も
の

さ

と
う

ま
つき

む
ら

も
と

ら
ん

か
た

さ

い
ぶ
ん
か
こ
う
り
ゅ
う

い 

な 

か

せ
い
ち
ょ
う
し
ょ
う

て
ん
し
ょ
う

し
ょ
う
ね
ん
し
せ
つ

け
ん
お
う

こ
う
り
ょ
う

「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
な
が
さ
き
優
良
団
体
受
賞
」

馬
場
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

日本商工会議所
会頭努力賞を受賞

西有家中卓球部が
九州大会で３位入賞

100歳おめでとうございます　～ いつまでもお元気で ～

西田　トミさん（南有馬町）
明治45年２月20日生まれ

内田 ヱイコさん（布津町）
明治45年３月11日生まれ

堀　シズヨさん（有家町）
明治45年３月１日生まれ

コラム

↑口之津港開港450年記念事業のロゴマークが出来上がりました 　子どもたちにもわかるよう“ふりがな”・“簡単な言葉”で紹介しています。  CHAPTER.２

口之津港の壮大な歴史をたどる

宮崎昌二郎 画（島原市）   ＊口之津歴史民俗資料館所蔵

南
蛮
船（
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
）の
来
航

口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館 

館
長　

原 

田　

建 

夫

原城一揆まつり３万５千個の追悼キャンドルが
原城の夜を幻想的に…

日 時４月14日㈯４月14日㈯４月14日㈯
会 場 原城本丸および周辺原城本丸および周辺原城本丸および周辺

な
ん

ば
ん

せ
ん
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お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000
＊省略文字説明
　と：日　時　ば：場　所
　な：内　容　定：定　員
　り：料　金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告広　告

市
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
団
地

・
南
有
馬　

新
砂
原
団
地（
１
戸
）

・
口
之
津　

早
崎
団
地　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
（
３
戸
）

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地（
２
戸
）

※

こ
れ
以
外
に
、
追
加
募
集
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

４
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

●
入
居
資
格
条
件
／
収
入
の
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
の
指

定
す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
居
者
の
決
定
／
資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集
戸

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日
／
４
月
20
日
㈮ 

午
後

２
時　

南
有
馬
庁
舎

お 
都
市
計
画
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

南
島
原
市
総
合
計
画
審
議
会

委
員

　

市
で
は
、
市
民
の
意
見
を
行
財

政
運
営
に
反
映
さ
せ
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
南

島
原
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の

一
部
を
、
公
募
に
よ
り
選
出
し
ま

す
。
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
審
議
会
の
概
要
／
学
識
経
験
者

や
議
員
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た

市
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
市
長
の

諮
問
に
応
じ
、
市
政
の
総
合
的
な

計
画
お
よ
び
推
進
に
関
す
る
重
要

事
項
を
調
査
審
議
す
る
機
関

●
募
集
人
員
／
８
人
以
内

●
委
員
の
任
期
／
委
嘱
の
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

●
委
員
の
報
酬
／
出
席
ご
と
に
日

額
６
，
０
０
０
円
の
報
酬
を
支
給

し
ま
す
。
た
だ
し
、
交
通
費
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〆 

４
月
30
日
㈪

対 

平
日
の
昼
間
の
会
議
（
任
期

中
に
４
回
開
催
予
定
）
に
出
席
で

き
る
、
市
内
に
在
住
す
る
満
18
歳

以
上
の
人

も 
別
に
指
定
す
る｢

南
島
原
市
総

合
計
画
審
議
会
委
員
応
募
用
紙｣

に
よ
り
、
郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お 

企
画
振
興
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
０

℻
０
９
５
７
（
８
２
）
３
０
８
６

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.m
ina

m
ishim

abara.lg.jp

特
別
支
援
教
育
助
手（
臨
時
職
員
）

●
募
集
人
員
／
24
人
程
度

●
勤
務
内
容
／
小
・
中
学
校
の
特

別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
の

指
導
補
助

●
応
募
資
格
／
教
員
免
許
（
種
類

は
問
わ
な
い
）
を
有
す
る
人

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
長
期
休
業

日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
３
時（
う
ち
５
時
間
45
分
勤
務
）

●
勤
務
地
／
教
育
委
員
会
の
指
定

す
る
市
立
各
小
・
中
学
校

●
賃
金
／
時
給　

１
，０
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
な
し
、

雇
用
保
険
あ
り

●
雇
用
期
間
／
４
月
25
日
〜
平
成

25
年
３
月
22
日

●
試
験
／
４
月
18
日
㈬
（
面
接
）

※

場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
／
４
月
12
日
㈭
必
着

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
（
写
真
貼
付
）、「
特
別

支
援
教
育
助
手
申
込
」
と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

お 

教
育
委
員
会　
学
校
教
育
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
１

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２　

南
島
原
市

南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

心
の
教
室
相
談
員（
臨
時
職
員
）

●
募
集
人
員
／
４
人
程
度

●
勤
務
内
容
／
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
や
不
安
な

ど
の
相
談
業
務
、
児
童
生
徒
の
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
支
援
な
ど

●
勤
務
地
／
教
育
委
員
会
の
指
定

す
る
市
立
各
小
・
中
学
校

●
賃
金
／
日
額　

４
，０
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
な
し

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
４
日

（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
長
期
休
業

日
を
除
く
）
１
日
当
た
り
４
時
間

程
度
勤
務
。

●
雇
用
期
間
／
４
月
25
日
〜
平
成

25
年
３
月
22
日

●
申
込
期
限
／
４
月
12
日
㈭
必
着

●
応
募
資
格
／
特
に
な
し

●
試
験
／
４
月
19
日
㈭
（
面
接
）

※

場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
（
写
真
貼
付
）、「
心
の

教
室
相
談
員
申
込
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
持
参
可
）。

お 

教
育
委
員
会　
学
校
教
育
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
１

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２　

南
島
原
市

南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

子
ど
も
支
援
員（
臨
時
職
員
）

●
募
集
人
員
／
７
人
程
度

●
勤
務
内
容
／
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
心
の
安
定
を
図
る
と
共

に
、
学
習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
支
援
を
行
う
。

●
勤
務
地
／
教
育
委
員
会
の
指
定

す
る
市
立
各
小
・
中
学
校

●
賃
金
／
時
給　

７
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
な
し

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
４
日

（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
長
期
休
業

日
を
除
く
）。１
日
当
た
り
５
時
間

程
度

●
雇
用
期
間
／
４
月
25
日
〜
平
成

25
年
３
月
22
日

●
申
込
期
限
／
４
月
12
日
㈭
必
着

●
応
募
資
格
／
特
に
な
し

●
試
験
／
４
月
19
日
㈭
（
面
接
）

※

場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
（
写
真
貼
付
）、「
子
ど

も
支
援
員
申
込
」
と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
持
参
可
）。

お 

教
育
委
員
会　
学
校
教
育
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
１

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２　

南
島
原
市

南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

布
津
運
動
公
園・布
津
グ
ラ
ウ

ン
ド
管
理
員（
委
託
契
約
）

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
内
容
／
施
設
の
清
掃
・
維

持
管
理
、
施
設
内
外
の
環
境
整
備

な
ど
。

●
委
託
料
／
月
額
７
５
，０
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
傷
害
保
険
（
労
使

折
半
）

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
14
日

以
内
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
う

ち
７
時
間
45
分
勤
務
）

●
契
約
期
間
／
６
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限
／
４
月
20
日
㈮
必
着

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者

●
試
験
日
／
面
接

※

日
時
・
場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
貼
付
）
し
、「
布

津
運
動
公
園
・
布
津
グ
ラ
ウ
ン
ド

管
理
員
申
込
」
と
朱
書
き
し
た
封

筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
持
参
可
）。

※

各
教
育
振
興
班
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

お 

教
育
委
員
会　
教
育
総
務
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
０

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２　

南
島
原
市

南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

募
　
　
　
　
集

南
島
原
市
総
合
計
画
と
は

　
南
島
原
市
が
目
指
す
べ
き

〝
将
来
像
〞
と
、
将
来
像
を

達
成
す
る
た
め
の
〝
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
と
取
り
組
み
〞

を
総
合
的
に
示
す
も
の
で
、

市
の
行
財
政
運
営
に
関
す
る

計
画
の
最
上
位
に
位
置
し
、

各
種
の
分
野
別
計
画
の
基
本

と
な
る
計
画
で
す
。
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＊省略文字説明
　と：日  時　ば：場  所
　な：内  容　定：定  員
　り：料  金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告広　告

保
険
年
金
課
臨
時
職
員

　

共
通
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
「
◆
共
通
事
項
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
職
員
】

●
募
集
人
員
／
若
干
名

●
職
務
内
容
／
特
定
健
康
診
査
未

受
診
者
訪
問
受
診
勧
奨
な
ど

●
賃
金
／
時
給
７
０
０
円

●
雇
用
期
間
／
５
月
１
日
か
ら
６

カ
月
程
度

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
人

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
貼
付
）
し
、「
保

険
年
金
課
臨
時
職
員
申
込
」
と
朱

書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

【
看
護
師
】

●
募
集
人
員
／
若
干
名

●
勤
務
内
容
／
特
定
健
康
診
査
未

受
診
者
訪
問
受
診
勧
奨
、
重
複
・

多
受
診
訪
問
指
導
な
ど

●
賃
金
／
時
給
９
０
０
円

●
契
約
期
間
／
５
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
で
、
看
護
師
の
資
格
お
よ

び
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
人

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
貼
付
）
し
、「
保

険
年
金
課
看
護
師
申
込
」
と
朱
書

き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

◆
共
通
事
項

●
雇
用
条
件
／
保
険
適
用
な
し

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

以
内
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）。
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
う
ち
７
時
間
以
内
の
勤
務
。

勤
務
時
間
は
業
務
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
）

※

勤
務
条
件
、
勤
務
時
間
な
ど
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
４
月
20
日
㈮
必
着

●
試
験
／
面
接

※

日
時
・
場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

お 

保
険
年
金
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
９

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

原
城
温
泉
真
砂
支
配
人

●
募
集
人
員
／
１
人（
契
約
職
員
）

●
業
務
内
容
／
支
配
人
（
運
営
に

関
す
る
総
括
業
務
、
営
業
、
企
画
、

施
設
管
理
、
経
理
な
ど
）

●
雇
用
期
間
／
５
月
１
日
か
ら（
３
年
間
）

●
申
込
期
限
／
４
月
13
日
㈮

●
給
与
／
月
額
２
８
１
，０
０
０
円

＊
役
付
手
当
、そ
の
他
諸
手
当
あ
り

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
休
２

日
制
。
１
日
８
時
間
勤
務

●
応
募
資
格
／
観
光
業
や
ホ
テ
ル

業
の
経
験
者

●
選
考
方
法
／
１
次
審
査…

書
類

審
査
・
２
次
審
査…
面
接

も 

次
の
書
類
を
添
え
て
「
原
城
温

泉
真
砂 

支
配
人
申
込
」
と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い（
持
参
可
）。

①
履
歴
書
／
市
販
の
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）

②
小
論
文
／
テ
ー
マ
「
魅
力
あ
る

真
砂
の
運
営
に
つ
い
て
」（
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状

●
合
否
の
通
知
／
１
次
審
査
合
格

者
に
４
月
16
日
㈪
付
け
で
、
通
知
。

２
次
審
査
を
４
月
20
日
㈮
実
施
。

お 

株
式
会
社 

原
城
振
興
公
社 

採

用
窓
口
あ
て
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
３
２

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１　

南
島
原
市

西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２

島
原
病
院
正
規
職
員（
地
方
公
務
員
）

●
採
用
職
種
／
看
護
師
・
薬
剤
師
・

臨
床
検
査
技
師

●
採
用
予
定
／
各
若
干
名

●
受
験
資
格
／
昭
和
41
年
（
看
護

師
は
昭
和
47
年
）
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
（
専
門
看
護
師
・

認
定
看
護
師
は
年
齢
不
問
）
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
人
ま

た
は
平
成
24
年
春
ま
で
に
免
許
取

得
見
込
み
の
人
。
た
だ
し
、
臨
床

検
査
技
師
に
つ
い
て
は
、
細
胞
検

査
士
の
資
格
を
有
す
る
人
。

●
申
込
期
限
／
４
月
13
日
㈮
必
着

●
試
験
日
／
４
月
21
日
㈯

●
試
験
／
作
文
・
適
性
検
査
・
面

接
試
験

●
採
用
予
定
日
／
６
月
以
降

※
試
験
合
格
後
は
、長
崎
県
病
院
企
業

団
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
身
分

は
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

も 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
島

原
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.shimabarabyoin.jp/

お 

長
崎
県
島
原
病
院　
総
務
係

☎
０
９
５
７
（
６
３
）
１
１
４
５

〒
８
５
５
ー
０
８
６
１　

島
原
市
下

川
尻
町
７
８
９
５
番
地

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

　

土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
義
務

者
は
自
己
が
所
有
す
る
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
が
適
正
に
評
価
さ
れ

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、

市
内
に
あ
る
他
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の

資
産
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
縦
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
）

●
縦
覧
期
間
／
４
月
２
日
㈪
〜
５

月
31
日
㈭（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

●
縦
覧
場
所
／
各
支
所
（
各
旧
町

分
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
）

●
縦
覧
で
き
る
人

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
土
地

の
納
税
義
務
者
ま
た
は
賃
借
人

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
家
屋

の
納
税
義
務
者
ま
た
は
賃
借
人

●
持
参
品
／
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証
な
ど

の
身
分
証
明
書
・
賃
貸
契
約
書
な

ど
）

お 

税
務
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
３

〜
聴
覚
障
害
者
の
耳
に
な
り
た
い
〜

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

手
話
奉
仕
員
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

行
い
ま
す
。障
害
者
の
社
会
参
加
の

た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
受
講
期
間
／
５
月
15
日
〜
11
月

27
日
（
毎
週
火
曜
日
）

ば 

西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

定 

30
人
程
度

り 

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
１
，２
０
０
円
が
必
要
）

対 

高
校
生
以
上
の
島
原
半
島
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
で
、

こ
れ
ま
で
に
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人

※

高
校
生（
18
歳
未
満
）は
、保
護
者
の

同
意
書
が
必
要
で
す
。

〆 

４
月
27
日
㈮ 

必
着

も 

電
話
で
申
し
込
む
か
、
各
支

所
に
備
え
て
い
る
申
込
書
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
申
込
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。

お 

福
祉
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

文
化・郷
土
芸
能
な
ど
の
大
会

出
場
経
費
を
援
助
し
ま
す

　

市
内
の
文
化
団
体
や
個
人
が
、

文
化
・
芸
能
部
門
で
全
国
大
会
な

ど
に
出
場
す
る
場
合
の
経
費
を
援

助
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
大
会
は
、
予
選
会

を
経
て
代
表
と
し
て
出
場
す
る
も

の
で
、小･

中
学
生
は
県
大
会
以
上
、

高
校
生
お
よ
び
一
般
は
九
州
大
会

以
上
の
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
経
費

①
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費

②
道
具
輸
送
に
要
す
る
経
費

※

い
ず
れ
も
上
限
あ
り
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
２

長
崎
の
矢
上
大
橋
が
無
料
化
！

　

矢
上
大
橋
（
長
崎
市
田
中
町
〜

長
崎
市
戸
石
町
間
）
の
通
行
料
が
、

４
月
１
日
か
ら
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
未
使
用
の
回
数
券
に
つ
い
て

は
、
９
月
28
日
ま
で
に
払
い
戻
し

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 

長
崎
県
道
路
公
社

☎
０
９
５
（
８
２
３
）
２
６
０
０

テ
ニ
ス
教
室

【
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
】

●
対
象
／
小
学
生
か
ら
高
校
生

●
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

と 

火
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
（
午

後
５
時
か
ら
３
時
間
）、
土
曜
日

（
午
後
１
時
か
ら
４
時
間
）、
日
曜

日
（
午
前
９
時
か
ら
４
時
間
）

ば 

有
家
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

り 

保
険
料（
年
間
）２
，０
０
０
円
、

月
会
費
５
０
０
円

【
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
】

●
対
象
／
一
般

と 

４
月
１
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
・

金
曜
日
。
午
後
８
時
か
ら
２
時
間

ば 

有
家
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

り 

保
険
料（
年
間
）２
，０
０
０
円

お 

南
島
原
市
テ
ニ
ス
協
会　
入
江

☎
０
９
０（
４
９
８
９
）０
２
７
３

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
　

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
２
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

ー
敬
称
略
ー　

▼
教
育
寄
附

・
川
上　

正
文
（
西
有
家
町
）

・
㈳
長
崎
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

　
　
　
　
　
　

（
長 

崎 

市
）

募
　
　
　
　
集

お  

知  

ら  

せ
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図
書
館
と
聞
く
と…

　

図
書
館
と
聞
く
と
、「
本
が
た

く
さ
ん
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
を

思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
は
な
し
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
本
・
読
書
に
関
す
る
相

談
や
リ
ク
エ
ス
ト
が
行
え
る
な
ど
、

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
、
と

て
も
楽
し
い
施
設
で
す
。

　

さ
ら
に
各
館
で
は
、
季
節
や
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
な
ど
、「
見
せ
方
」
も
ひ
と

工
夫
。
ま
た
、
４

月
か
ら
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

さ
ら
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。

す
ご
い
ぞ
！
図
書
館

　

南
島
原
市
に
は
６
つ
の
図
書
館

が
あ
り
、
合
計
約
45
万
冊
の
本
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
と
し
て

の
蔵
書
数
は
、
県
内
で
４
位
。
市

民
１
人
当
た
り
の
蔵
書
数
は
、
８
．

５
１
冊
と
県
内
ト
ッ
プ
で
す
。

　

ま
た
、
蔵
書
数
だ
け
で
な
く
、

利
用
者
が
多
い
の
も
自
慢
の
一
つ
。

平
成
22
年
度
に
は
、
延
べ
９
４
，

２
５
３
の
個
人
・
団
体
が
利
用
し
、

４
７
６
，
２
６
６
冊
の
貸
出
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
数
字
は
人
口
１
人
当
た
り

で
県
内
２
位
。
多
く
の
人
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
も
豊
富
に
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雑
誌
・
新
聞
の
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
館
内
で
自
由
に
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
も…

　

こ
う
し
た
高
い
利
用
率
は
、
決

し
て
市
民
の
意
識
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
図
書
館
で
は
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
、
便
利
で
使
い
や
す
い

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

週に１回午後８時まで開館しています。
仕事で利用できない人は、ぜひ夜間開館を
ご利用ください。（加津佐・原城・有家図書館
→木曜日、口之津・西有家・深江図書館→金曜日）

市内の図書館ならば、あらかじめ予約すれば、
どこの本も、どこででも（※）借りることが
可能です。（※事前に貸し出し図書館の指定が
必要です）

おはなし会や工作教室、映画会や講演会、
年に一度の図書館まつりなど、さまざまな
催しを多く開催しています。親子で楽しめ
る催しが多いのも特徴です。

図書館の職員が学習や研究などの調べ物を
お手伝いするサービスです。図書館内の資
料はもちろん、所蔵していない資料でも、
取り寄せからお手伝いします。まずはぜひ、
お尋ねください。

本の返却後、図書館から連絡が入るシステ
ムです。

南島原市図書館
WEBブラウザ「南島原市図書館」で検索

　今回、新たに南島原市図書館のホームページを開設しました。
　蔵書検索などの機能も充実。また絵本作家「長谷川義史」さんが手掛けた
トップページは、長谷川さんらしいのどかで温かなデザインです。
　皆さんぜひ、ご活用ください。

　 各図書館のページ
・各図書館の最新のお知らせ、催しの案内、
図書館だよりなど

　 本をさがす
・探したい本のタイトルやキーワードで、探
したい本のある図書館、貸出状況などを調
べることができます。

　 開館カレンダー
・各図書館の休館日がわかります。

　 本の紹介
・図書館職員が選んだ毎月のおすすめ本や、
赤ちゃんの絵本リスト・大型絵本リストな
どを紹介します。

　 新着・ランキング
・新着図書や貸出ランキング・予約ランキン
グを見ることができます。

　 南島原市を知る
・南島原の歴史資料を紹介します。

3

4

5

6

■読書週間関連行事
　『長谷川義史絵本ライブin学校図書館』
　●期 日：10月18日㈭　●場 所：市内小学校図書館２校（未定）

■図書館ホームページ公開記念事業
　『長谷川義史・あおきひろえ夫婦ライブ』
　●期 日：調整中　　　 ●場 所：ありえコレジヨホール

【絵本作家　長谷川  義 史】
１９６１年大阪府藤井寺市生まれ。
グラフィックデザイナーからイラストレータ
ーを経て絵本作家となり、ユーモラスでおお
らかな作品を次々と生み出している。宮城県
石巻の子ども達に届けた手作り絵本「ラーメ
ンちゃん」はＴＶ「情熱大陸」で紹介され、大
きな反響を呼び、刊行された絵本は、今も多
くの人に読まれている。

は せ がわ よし ふみ

居心地の良い、利用しやす
い図書館を目指しています。
お気軽に声を掛けてくださ
いね。

図
書
館
へ
遊
び
に
来
て
ね
！

口
之
津
図
書
館

　 

生
駒  

由
美
さ
ん

夜  間  開  館
仕事帰りにも行ける！

図書運搬システム
どの本もどこででも！

催し物の開催
工夫がたくさん

レファレンス
いざというときのお手伝い

希望図書の予約
貸出中だって予約ができる！

ー 特 集 ー  図書館だより 拡大版ー 特 集 ー  図書館だより 拡大版ー 特 集 ー  図書館だより 拡大版

原城図書館（南有馬町）

　絵本には言葉があります。子どもたちは
その言葉を通して、ものごとに興味を持っ
たり、自分の世界を広げていきます。そし
てそれは、豊かな感性や情操、価値観など
を育み、いつしか、その人の「人間性」へ
とつながる大事なものです。
　また、家庭での「読み聞かせ」も大切です。
子どもが絵本を読んでもらっている間、読
んでいる「あなた」は、子どもだけのもの。
それが子どもにとっては何よりもうれしく
大切なことなのです。　

絵本の
チカラ

図書館のホームページを開設しました
URL: http://www.lib-minamishimabara.jp/

1

2
南島原市図書館トップページ

ファン必見！

え ほん

子どもと本でつながる
学校と図書館連携事業

興味のある人は

お電話ください。
学校図書館ボランティア募集！
問 生涯学習課　☎０５０（３３８１）５０８２ または 各図書館

　
皆
さ
ん
は
、「
図
書
館
」
の
こ
と
、
好
き
で
す
か
？

　「
大
好
き
！
」
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
る

一
方
で
、「
行
っ
た
こ
と
な
ー
い
」
と
い
う
声
も
ち
ら
ほ
ら
。

で
も
、
そ
れ
っ
て
実
は
と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
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　小児の日曜診療が、４月１日から始まりました。
　これは、島原市医師会・南高医師会と半島３市が主体
となって行われるもので、急変しがちな子どもの病気に
対応するものです。

■開設される診療所の概要
　ば 長崎県島原病院 小児科外来室
　と 土曜日の午後６時から日曜日の午後５時まで
　対 中学生以下の小児（内科疾患のみ）
　も 電話による事前の受付が必要です。電話がない場合、基本的に対応でき
　　 ません。（電話受付時間／土曜日午後５時30分～日曜日午後４時30分）
　　 ☎０９５７（６３）０２０２（直通）
　●持参品／保険証・母子手帳・福祉医療費受給者証などの必要書類、服用し
　　ている薬がある場合は、処方箋など、その内容のわかるもの。
　※土曜日午後11時～日曜日午前９時の間は、緊急を要する場合のみ対応します。

※対象年齢などは、別途配布している「母子保健事業のお知らせ」を
　ご覧ください。母子保健

●『母子保健』のお問い合わせ
　こども未来課  ☎050（3381）5050

　事　業　名　 受 付 時 間 場  所（保健センター）実  施  日

親 子 歯 科 健 診 27日㈮ 有 家

※場所の例：有家 → 有家保健センター

２～３カ月 10：00～10：15
６～７カ月 13：00～13：15
10～11カ月 14：30～14：45

（布津・有家）
10～11カ月 14：00～14：15
（北有馬・口之津）

布 津17日㈫
12：30～12：45

12：30～12：45

１歳６カ月児健診
有 家13日㈮

３ 歳 児 健 診

北 有 馬25日㈬

有 家19日㈭

13：00～13：15

加 津 佐12日㈭

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

健 康 相 談

６日㈮ 北有馬保健センター

9：30～12：00

９日㈪ 布 津 保 健 セ ン タ ー

10日㈫ 西有家保健センター

12日㈭ 有 家 保 健 セ ン タ ー

24日㈫ 原城オアシスセンター

27日㈮ 加津佐保健センター

17日㈫ 口之津保健センター

18日㈬ 深 江 公 民 館

今月の健康づくり
教室は、10：00から
「ビデオ運動」です。

※年齢制限なし
※申し込み不要

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

献 血 19日㈭ 西 有 家 庁 舎

原 爆 健 診
多発性骨髄腫検査
同時実施

事　業　名 受 付 時 間 場　　　所実  施  日
被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

9：30～11：00
12：20～15：30

原城オアシスセンター10：00～11：00
23日㈪

北有馬保健センター13：00～14：00

口之津保健センター10：00～11：0027日㈮
13：00～14：00

加津佐保健センター10：00～11：0024日㈫
13：00～14：00

健康相談 ～血圧・体組成測定、食・運動・歯・こころの健康づくり教室など～

●『献血／健康相談／被爆者健康診断』のお問い合わせ
　健康対策課  ☎050（3381）5141

献　　血 ～献血で広がる  みんなの思いやり  助け合いのこころ～

※変更になる場合がありますので、
　必ずお電話でご確認ください。

休日在宅当番医 電話番号 町 名日

１
日

山北クリニック
布 井 内 科 医 院

86-4523
72-5111

口之津町
深江町

松 藤 歯 科
城 代 歯 科 医 院

62-7355
37-2818

島原市
千々石町

８
日

菜の花クリニック
永田内科泌尿器科医院

85-3690
82-0832

南有馬町
西有家町

泉　歯 科 医 院
愛野歯科口腔外科クリニック

72-2066
36-7110

深江町
愛野町

15
日

北有馬クリニック
明島整形外科医院

65-7100
72-2023

北有馬町
布津町

前 川 歯 科 医 院
田 口 歯 科 医 院

72-2055
36-3131

深江町
愛野町

22
日

中 村 医 院
内 田 医 院

85-2152
82-2225

南有馬町
西有家町

前 川 歯 科 医 院
畑 中 歯 科 医 院

72-3117
36-3535

布津町
愛野町

29
日

哲 翁 病 院
し ろ の 医 院

86-3226
72-5000

口之津町
深江町

さとう歯科クリニック
寺 田 歯 科 医 院

82-1771
36-2322

有家町
愛野町

30
日

栗 原 医 院
伊 崎 医 院

87-2028
82-2051

加津佐町
西有家町

あきらデンタルクリニック
朝 永 歯 科 医 院

82-2352
38-3030

有家町
吾妻町

６
日

森 医 院
いその産婦人科

87-3000
82-2430

加津佐町
西有家町

高 橋 歯 科 医 院
堺 歯 科 医 院

82-8852
78-2744

西有家町
国見町

３
日

５
月

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

土井歯科クリニック
まつしま歯科医院

38-6400
82-0600

吾妻町
有家町

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

瑞 穂 歯 科 医 院
小 嶺 歯 科 医 院

77-3770
82-3535

瑞穂町
有家町

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

ね ぎ 歯 科 医 院
前 川 歯 科 医 院

77-4182
82-2255

瑞穂町
西有家町

４
日

５
日

乳 児 相 談
口 之 津

布 津

有 家

北 有 馬

23日㈪

20日㈮

16日㈪

26日㈭

問 健康対策課
　 ☎050（3381）5141小児の日曜診療所開設

　次に掲げる一定の条件を満たす家庭の保育料の一部
を無料化します。
　これは、「すこやか子育て支援事業」として、多子
世帯の経済負担の軽減のために行われるものです。

●保育料が無料となるケース
　認可保育所に入所している児童を養育し、かつ小学校４年生以下の児童が
３人以上いる多子世帯
も 対象となる保護者は、こども未来課、各市民窓口班または保育所（園）で
　 手続きを行ってください（対象者には個別に通知します）。
〆 ４月20日㈮

問 こども未来課　☎050（3381）5050

４月から第3子以降（※）の
保育料が無料になります
※小学校4年生以下の児童が3人以上いる多子世帯

平成24年4月
すこやか

子育て支援事業
スタート

子どもの予防接種に保護者が
同伴できない場合は「委任状」が必要です

４月から、子どもの予防接種を受けるとき保護者が同伴できない
場合は「委任状」が必要です。「委任状」の用紙は各医療機関または
各支所の窓口にあります。詳細はお問い合わせください。
問 こども未来課 ☎０５０（３３８１）５０５０

保健事業のご案内 4月

当  番  医  診療時間：午前９時～午後５時
当番歯科  診療時間：午前９時～正午

休日在宅
当番（歯科）医

４月

※祝日は、前日のテープが流れます。

金

火
水

土・日

木

新しい心肺蘇生法

歯科の訪問診療
～なぜ入れ歯をいれるの？～

月 不整脈の治療（アブレーション）

出血し易くなる病気 “血友病 ”
爪の病気

不妊治療

４月 健康テレホンサービス

0120（555）203
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23㈪
24㈫

28㈯

25㈬

5/1㈫

3㈭

5㈯
6㈰

30㈪

29㈰
●昭和の日
●自然と遊ぼう2012  10：00～14：00
　ありえ俵石自然運動公園 ＊詳細P12

4㈮ ●みどりの日
●戸ノ隅公園滝祭り  戸ノ隅公園および戸ノ隅の滝

2㈬
●行政相談  布津公民館　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　原城オアシスセンター  10：00～12：00

●年金相談  西有家庁舎　10：00～15：00　＊要予約

26㈭ ●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

●振替休日

●憲法記念日

●こどもの日

21㈯ ●NHKのど自慢（予選）　受付／12：00　開始／12：40
　深江体育館　＊出場応募は締め切りました（観覧自由）

22㈰
●NHKのど自慢（本選）　開場／11：00　開演／11：45
　深江体育館　＊出場・観覧応募は締め切りました
　【放送予定／12：15～13：00  総合・ラジオ第１・国際放送】

●福祉タクシー利用券 受付開始

●南島原市立各小・中学校入学式

6㈮ ●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　北有馬ピロティー文化センター日野江  13：00～17：00

27㈮ ●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　市民相談センター  13：00～17：00

5㈭

7㈯
8㈰
9㈪
10㈫
11㈬
12㈭
13㈮

15㈰
16㈪
17㈫

2㈪
3㈫
4㈬

●行政相談  布津公民館　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　原城オアシスセンター  10：00～12：00

4/1㈰
●南島原市桜まつり
　口之津会場：旧口之津第２小学校グラウンド　11：00～16：00
　深江会場：ふかえ桜パーク　10：00～14：00

●年金相談  加津佐庁舎　10：00～15：00　＊要予約

●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

14㈯ ●原城一揆まつり　12：00～16：00　19：00～21：00
　原城本丸および周辺 ＊詳細P19

●行政相談  深江ふれあいの家　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江  10：00～12：00
　加津佐公民館  13：00～16：00
●司法書士相談会（多重債務・登記・相続・契約関係）
　＊要予約　口之津公民館　13：00～17：00

18㈬

19㈭
20㈮

N
o.072　
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平成24年２月末日現在

51,651（－31）

24,188（－10）

27,463（－21）

18,702（＋10）

４月 5月

問  企画振興課 ☎050（3381）5030

現金寄附5,237万7,247円 寄贈品（６件） 3,550万円相当現在累計
（平成24年２月末日現在）

●「無料法律相談」「司法書士相談会」の予約は、市民相談センター（人権・男女共同参画室内） ☎0957（82）3010 に電話で申し込んでください。
●「行政相談」は、秘書広報課☎050（3381）5001にお問い合わせください。
●「年金相談」の予約は、保険年金課☎050（3381）5039に電話で申し込んでください。
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※詳細は先月号 P８および
　チラシをご覧ください。特設会場設置期間…4月2日～5日

４月６日㈮～15日㈰
春の全国交通安全運動

開 催 日

会　  場

催 し 物

5月4日金（みどりの日）　
戸ノ隅公園および戸ノ隅の滝
●神 事（滝つぼ）
●そうめん流し（滝つぼ・公園広場）
●演芸会（公園広場／ステージ）
●自治会対抗パットゴルフ（公園広場）
●幸運の福引き抽選会（公園広場／ステージ）

戸ノ隅公園滝祭り戸ノ隅公園滝祭り新緑の脇を流れ落ちる滝を見ながら、
絶品のそうめんをいただこう！
新緑の脇を流れ落ちる滝を見ながら、
絶品のそうめんをいただこう！

問 企画振興課 ☎050（3381）5030

※受付・式典開始時間は各学校で　
　異なりますので、ご確認ください。
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